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令和３年度 第３回秋田県総合政策審議会 議事録

１ 日時 令和４年１月２６日（水） １３時３０分～１５時００分

２ 場所 県正庁

３ 出席者

◎ 秋田県総合政策審議会委員

氏　　　　　名 役　　　　　職 備　　　考

阿　部　浩　美 トータルサポートスクールリード学舎代表 オンライン

加　藤　未　希 合同会社CHERISH代表社員 オンライン

川　田　将　平 有限会社アグリ川田代表取締役

北　島　正　人 秋田大学教育文化学部地域文化学科教授 オンライン

喜　藤　憲　一 秋田産業サポータークラブ幹事 オンライン

工　藤　浩　一 農事組合法人たねっこ統括主任

工　藤　裕　紀 秋田県漁業協同組合専務理事 オンライン

小　玉　弘　之 一般社団法人秋田県医師会会長 オンライン

佐々木　文　明 藤里町長

佐　藤　有　加 立志塾RISE講師 オンライン

眞　田　　　慎 株式会社アクトラス代表取締役 オンライン

佐　野　元　彦 秋田ノーザンハピネッツ株式会社代表取締役

東海林　諭　宣 株式会社See Visions代表取締役

須　田　紘　彬 株式会社あきた総研代表取締役 オンライン

関　口　久美子 株式会社トースト常務取締役

田　口　宗　弘 秋田県木材産業協同組合連合会副理事長

竹　内　健　二 一般社団法人ドチャベンジャーズ代表理事 オンライン

野　﨑　　　一 秋田県ＰＴＡ連合会事務局長 オンライン

能　登　祐　子 能代市自治会連合協議会会長

林　　　信太郎 秋田大学大学院教育学研究科教授 オンライン

三　浦　廣　巳 秋田県商工会議所連合会会長
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□ 県

４ 開会

□高橋企画振興部次長

企画振興部次長の高橋です。本日、進行役を務めさせていただきます。よろしく

お願いいたします。

審議会の開会に先立ち、本日の配付資料のご確認をお願いいたします。資料－１

「新秋田元気創造プラン（案）」、資料－２「賃金水準に関する中期的な目標値に

ついて」、参考資料１「指標に関する主な変更箇所について」、参考資料２「素案

に対する意見への対応について」、参考資料３「素案に対するパブリックコメント

について」となっております。資料に不足等はありませんでしょうか。

それでは、ただ今から、令和３年度第３回秋田県総合政策審議会を開会します。

はじめに、佐竹知事が皆様に挨拶を申し上げます。

氏　　　　　名 役　　　　　職 備　　　考

佐　竹　敬　久 知事

安　田　浩　幸 教育長

久　田　　　誠 警察本部長 オンライン

松　本　欣　也 総務部長 オンライン

土　田　　　元 総務部危機管理監（兼）広報監 オンライン

鶴　田　嘉　裕 企画振興部長

小　野　正　則 あきた未来創造部長

嘉　藤　正　和 観光文化スポーツ部長

佐々木　　　薫 健康福祉部長

柳　田　高　人 生活環境部長 オンライン

佐　藤　幸　盛 農林水産部長

佐　藤　　　徹 産業労働部長

佐　藤　秀　治 建設部長 オンライン

奈　良　　　聡 会計管理者（兼）出納局長 オンライン

高　橋　一　也 企画振興部次長
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５ 知事あいさつ

□佐竹知事

皆様本日は大変お忙しい中お集まりいただき、ありがとうございます。新型コロ

ナウイルスの再拡大に伴ってオンラインで出席の皆様にも、臨機の対応をいただ

き、御礼申し上げます。

さて、新プランについては、様々な見地から皆様に御議論いただきまして、その

内容を基に検討を進め、今回、案という形で取りまとめを行ったところです。昨年

お示しした素案に対しては、県議会、あるいはパブリックコメント等で、指標の設

定などに関して、様々な御意見が寄せられておりましたので、より分かりやすく、

また様々な面で見える化を図るべく検討を進めてまいりました。その結果、指標に

ついては、一部変更を加えることにしております。経済の状況等は日々変化してお

り、特に今はその動きが激しい時期でもありますので、捉え方が簡単ではない面も

ありますが、県としてできるだけ論理的に整理し、本日御説明いたします案に反映

をしたつもりであります。

本日は、こうした点を中心に御議論いただきまして、最終的には審議会としての

意見を取りまとめていただきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

様々な面で状況の変化が大きい時代です。本県では再生可能エネルギーに関して

洋上風力の事業者が決まりましたので、それに伴う動きが活発化しておりますが、

加えてＥＶ関連でも相当有力な企業の進出について調整が進んでいるところです。

企業は良い人材を求めて地方へ進出してきますので、最近の誘致企業を見ても必然

的に給与体系は高めの設定となっています。もちろん、企業誘致による波及効果も

ございますが、それが全ての県内企業に平等に行きわたるということはありません

ので、競争はより激しくなっていくものと考えられます。

ある学者は、コロナが収束した後には、元に戻そうとする動きと、新しい時代を

拓こうとする動き、この二つの勢力の戦いになるといった表現をしておりました。

私は、「秋田らしい良いもの」を残しつつ、それに全く別の「新しい秋田らしさ」

を加えていくことがこれからの方向性であると考えております。気候変動の問題も

ありますし、全てがコロナ禍以前の形には戻ることはあり得ません。新しい時代に
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マッチした気質、風土を作っていく必要がありますが、そのためには、これから先

の５年、１０年が、本県の行く末を決める重要なポイントになるものと考えており

ます。

今回の案については、様々な御意見を踏まえつつ、そういった視点に立って取り

まとめたものでもありますので、今年度最後の審議会となりますが、忌憚のない御

意見をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

６ 会長あいさつ

□高橋企画振興部次長

続きまして、三浦会長より御挨拶をお願いいたします。

●三浦会長

皆さん、こんにちは。

県内でもオミクロン株の感染拡大等について連日報じられておりますが、佐竹知

事はじめ、各市町村、そして医療従事者の皆様の懸命な御努力により、全国と比較

すると感染者数をかなり少なく抑えることができており、本当に感謝に堪えませ

ん。

一方で、私たちが日常の生活を取り戻すまでには、もう少し時間がかかります。

こういった環境にあっても、経営者は、しっかりと経済活動を行って、企業の発展

と雇用の拡大、更には働く環境の改善といった様々な目標に向かって進んでいかな

ければならないものと認識しています。

本日は、新秋田元気創造プランに関して議論する最後の審議会となります。限ら

れた時間の中ではありますが、皆様の意見を伺い、答申に向けた意見の取りまとめ

を行いたいと思います。オンラインで出席の方もおり、不慣れな部分もございます

が、どうか積極的に御発言いただき、建設的な議論を進めていきたいと考えており

ます。

経営に関しては、明日どうなるか分からないという部分がありますが、先々の見

通しを明るくしていくためには、今日の行動や考え方、心構えといった一つひとつ

が重要であり、そういったものを意識して前進していくというのが私たちの使命だ
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と思っています。知事からは年頭の商工会議所の新年祝賀会でも、非常にやる気を

鼓舞してもらえるような御挨拶をいただきました。変わらなければいけない時代で

もありますし、同時に変えてはいけないものも必ずあります。変えるべきところは

しっかりと変え、明日につながるような経営や活動をしていかなければなりませ

ん。

先ほどの知事の御挨拶にもありましたとおり、本県では洋上風力発電やＥＶの関

係で、様々な企業の活動が始まっていきます。中小企業はただ座して待つのではな

く、それぞれの強みをしっかりと認識して、県外から秋田に進出してくる企業に果

敢に提案を行い、挑戦をしていかなければ、秋田の経済の発展には結び付きません。

それぞれの企業が自分たちの力で秋田の経済を推進するんだという意識を持つべ

きです。洋上風力発電に関しては、先行する二つの区域で事業者が決まりましたが、

大変裾野の広い事業です。自分には関係ないという見方をしていると、十分な効果

は得られませんので、とにかく様々な観点から物事を考えていく必要があります。

それぞれのカテゴリーで、自分たちの企業の将来を見据えて攻めの姿勢を持つこと

が重要であると認識しております。

本日は限られた時間ではありますが、よろしくお願い申し上げて挨拶とさせてい

ただきます。ありがとうございました。

７ 議事

□高橋企画振興部次長

ありがとうございました。

続きまして、次第４の「議事」に移りますが、ここからの進行は三浦会長にお願

いいたします。

●三浦会長

それでは、次第に沿って進めていきたいと思いますが、その前に一言確認をさせ

ていただきたいと思います。当審議会の内容につきまして、議事録として県のウェ

ブサイトに掲載をされます。その際に、委員名は特に秘匿する必要はないというこ

とで従来も公開で進めてきておりますが、今回も公開で行いたいと考えております
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が、よろしいでしょうか。

【「異議なし」の声あり】

●三浦会長

それでは、公開で進めたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。

議事の「新秋田元気創造プラン（案）について」に入りますが、県から新プラン

の内容を説明いただいた後に、意見交換を行う形で進めさせていただきます。総論、

各重点戦略の順に審議を進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。

はじめに、総論部分について、県から説明をお願いします。

□鶴田企画振興部長

それでは、案のポイントになる点や素案から修正した点を中心に説明します。

資料－１の２ページをお開き願います。序章では、策定の趣旨や推進期間、第２

期あきた未来総合戦略を本プランに統合すること、３ページでは、ＳＤＧｓの実現

に貢献していくものであることを記載しています。

４ページをお開き願います。本プランは、最重要課題である人口減少問題を克服

するためのものであり、構成はこれまでお示ししてきたものと同様です。

６ページをお開き願います。第１章の「時代の潮流と本県の現状」では、時代の

潮流として、コロナ禍において価値観の急激な変化が生じていることのほか、デジ

タル化の加速やカーボンニュートラルへのシフトなどについて記載しています。

８ページをお開き願います。本県の課題については、全国のすう勢を上回るペー

スで人口減少と高齢化が進んでいる中で、社会減は縮小傾向となっており、２０２

０年には１９年ぶりに３千人を下回りました。分析１に記載のとおり、特に２０歳

代の女性人口が他の年代よりも少なくなっており、２０歳代女性の県外流出が少子

化にも影響を与えています。

９ページをお開き願います。自然動態に関しては、自然減が続いているものの、

分析２に記載のとおり、年齢ごとに区分して分析すると、２０歳代女性の婚姻率や

出生率は全国で中位となっており、若年女性の定着や県内回帰を促進していくこと
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が重要です。

１０ページをお開き願います。国内総生産に占める県内総生産の割合が伸び悩ん

でいるほか、１人当たり県民所得も全国平均を大きく下回って推移しています。

１１ページをお開き願います。県内就業率は、緩やかな上昇傾向にある一方で、

就業者数は、出生数の減少等に伴い、今後も減少することが見込まれています。

１２ページには、本県の優位性として、全国有数の食料供給力、再生可能エネル

ギーや森林などについて記載しています。

１３ページをお開き願います。「県民の意識」として、毎年行っている⑴の県民

意識調査に加え、特に若い世代の意向を探るため、⑵の高校生・大学生等の意識調

査を行ったほか、１４ページの⑶のオンラインによる意見募集も行っています。い

ずれも、若者に魅力的な働く場の確保や賃金水準の向上、結婚・出産・子育てのし

やすい環境整備について、県民の関心が高いことがうかがえます。

１６ページをお開き願います。第２章の「秋田の目指す将来の姿」については、

本県が目指す“高質な田舎”の実現に向けて、本審議会の委員・専門委員や県民の

皆様から寄せられた御意見を踏まえて、目指すべき概ね１０年後の姿を具体的に示

しています。

１９ページをお開き願います。その姿を実現するために４年間で創造する四つの

“元気”をキーワードで表しています。

また、目指すべき将来人口については、今年度に改訂予定の人口ビジョンで長期

の展望を示しており、２０６５年には、社会保障・人口問題研究所の分析に準拠し

て推計した３６万２千人を上回る５０万８千人に設定しています。プランはその実

現に向けた新たな一歩であり、若年女性の定着促進など、社会減や自然減の抑制に

向け、強い覚悟を持って着実に施策を推進してまいります。

素案の指標については、県議会から、「３期プランで数値目標があった人口関連

の指標について、モニタリング指標の導入により目標が見えにくくなった印象を受

ける」、「人口関連の指標については、モニタリング指標ではなく、成果指標とし

て目標値を設定すべきではないか」、「人口減少問題にかかる重要な指標について、

可能な限り数値目標として明確に示していただきたい」、「モニタリングという表

現は分かりづらく県民に伝わらないのではないか」などの御意見をいただきまし

た。
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このため、素案でモニタリング指標としていた総人口と社会増減数について、目

標値を設定することにしました。

総人口については、人口ビジョンに準拠し、２０２５年は８８万８千人、２０３

０年は８２万２千人にするとともに、社会増減数については、人口ビジョンを参考

に算出し、２０２５年は２，０００人の減、２０３０年は１，３００人の減にそれ

ぞれ抑えたいと考えています。

また、議会から婚姻件数と出生数についても目標値を設定すべきとの御意見をい

ただいておりますが、 結婚や出産に関しては、個人の価値観や意思決定への配慮

が必要であり、総合計画等で、結婚や出産の数の目標値を設定している都道府県は

ほとんどない状況にあることなどを踏まえ、素案と同様に目標値を示さないことに

したいと考えています。

なお、重点戦略４の未来創造・地域社会戦略の目指す姿２において、結婚に関し

ては、結婚したい方の希望をかなえるという観点から、「あきた結婚支援センター

への成婚報告者数」を成果指標にしているほか、出産に関しても、出産の希望がか

なう社会の実現に向けての達成状況を測定するため、「合計特殊出生率」を成果指

標とし、各年度の目標値を設定しているところであります。

２０ページをお開き願います。素案で示した二種類の指標のうち、「モニタリン

グ指標」については、目標値は設定しないものの、推移や傾向をしっかりと把握し、

検証していく指標であることを明確に示すことができるよう「経過検証指標」に名

称を改めることにしました。

２２ページをお開き願います。第３章の「選択・集中プロジェクト」の１の賃金

水準の向上については、賃金水準と社会動態に相関関係が見られ、東京圏との賃金

水準の格差が本県の社会減の大きな要因の一つになっていると考えられます。

２３ページをお開き願います。東京圏との賃金水準格差が生ずる要因について、

県民経済計算から分析していますが、本県の１人当たり県民所得は２６９万７千円

で、全国３６位となっており、東京圏の７割に達していないことが格差を生み出し

ているものと考えられます。

２４ページから２５ページでは、１人当たり県民所得の構成要素である労働生産

性と県内就業率の現状について分析しており、労働生産性は、全国平均を上回る

ペースで向上しているものの、全国低位に位置しています。また、県内就業率は、
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全国中位で推移していますが、東京圏や全国平均を下回っています。

次に、プロジェクトの“道筋”では、労働生産性と県内就業率の向上により１人

当たり県民所得を押し上げることで、東京圏等との賃金水準格差を縮小し、社会減

の抑制、ひいては将来の人口減少の抑制につなげていくことを示しています。

２６ページと２７ページには、第４章の六つの重点戦略の中から、このプロジェ

クトに関する主な取組を記載しています。

２８ページをお開き願います。素案について、県議会から、「賃金水準について

目標値が設定されていないため物足りなさを感じる」、「モニタリング指標とした、

１人当たり県民所得と労働生産性については、数値目標として明確に示していただ

きたい」などの御意見をいただきました。

このため、目指すべき賃金水準について、具体的な額を掲げることは困難である

ものの、格差の縮小に向けた目標値を設定することに見直しました。

詳細について説明しますので、資料－２を併せてお開き願います。グラフは、所

定内給与に賞与を加えた賃金水準について、２００８年から２０１９年までの推移

を表したものです。①が東京圏、②が全国平均、③が地方圏平均となっております。

これは、資料に記載のとおり、東京圏、名古屋圏、大阪圏といった三大都市圏の１

１都府県を除く３６道県の平均です。一番下の④が本県で、２０１９年は３５３万

円であり、全国４５位、地方圏では３４位です。

本県の賃金水準について、ほかと比較すると、東京圏の約７割で差は１７５万円、

全国平均の約８割で差は１０６万８千円、地方圏平均の約９割で差は５３万４千円

となっています。

こうしたことから、社会減の大きな要因となっている東京圏等との格差の縮小に

向け、まずは、産業構造が大きく異なる三大都市圏を除いた地方圏平均との格差を

縮小することを目指すことにしたいと考えています。

これにより、２０２５年の目標値を地方圏平均の９５％、２０３０年の目標値を

地方圏平均に設定します。

資料－２の２ページをお開き願います。グラフは、新規学卒者の所定内給与額

の２００９年から２０２０年までの推移を表したものです。①が全国平均の大学

卒、②が本県の大学卒、③が全国平均の高校卒、④が本県の高校卒です。先ほど説

明した賃金水準については、賃金水準が高い上位の職位層を有する企業が本県より
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も多い三大都市圏を除いた地方圏平均を目標値に設定しましたが、新規学卒者につ

いては、特に、若者の県内就職の促進を早期に図ることが必要であり、三大都市圏

を含む全国平均との格差が賃金水準よりも小さく、目標とすることが妥当と考えら

れることから、２０２５年の目標値を全国平均に設定したいと考えています。

それでは、資料－１に戻りまして、２９ページをお開き願います。プロジェクト

２のカーボンニュートラルへの挑戦については、その道筋として、脱炭素社会に対

応した産業の構築や森林・木材によるＣＯ２吸収・貯蔵機能の強化などに取り組む

ことにしています。

３１ページをお開き願います。プロジェクト３のデジタル化の推進については、

その道筋として、デジタル人材の育成のほか、暮らしと産業、行政のデジタル化に

取り組むことにしています。

３３ページからの第４章の「重点戦略」については、この後、各部局から説明し

ます。

次に、１４７ページをお開き願います。第５章では、着実かつ継続的に推進すべ

き政策である「基本政策」について記載しており、１４８ページからは、強靱な県

土の実現と防災力の強化等を目指す「防災減災・交通基盤」、１５４ページからは、

犯罪・事故のない地域の実現等を目指す「生活環境」、１６２ページからは、良好

な環境の保全等を目指す「自然環境」の三つの分野に関して、施策の方向性や主な

取組を記載しています。

１６８ページをお開き願います。第６章「新型コロナウイルス感染症への対応」

については、新プランの推進期間においても、感染症が収束するまでの間、引き続

き検査・医療提供体制等の確保と県内経済の下支えに関する取組を進めていくこと

を記載しています。

１７０ページをお開き願います。第７章「施策の推進に当たって」では、県民の

意見の反映や多様な主体との役割分担と協働、新たに作成する政策レポートによる

検証と総合的な評価も行う政策評価制度による進行管理、県民の利便性向上と効率

的な業務の推進や官民対話の更なる促進を図る行政改革の推進に引き続き取り組

むことにしています。

説明は以上です。
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●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

議会での審議状況等を踏まえ、賃金水準等について具体的な水準を入れ込んだと

いうことでした。

私たち中小企業もこの新プランを一つの柱として、事業活動に取り組んでいくこ

とになりますが、それぞれの企業によって経営状況や労働生産性、従業員の平均年

齢などが全く異なります。賃金については、こうした個別の様々な要素に加え、市

場の動向や相場を総合的に勘案して決まってくるものですが、やはりそれぞれの企

業の経営者がしっかりとした考え方に基づいて賃金を決めていくことが、最終的に

県全体の所得の向上につながっていくものと思います。賃金を上げるためには、労

働生産性の向上を図っていくことが基本となっていくものと思いますし、そのため

の業態転換なども強く求められている、というように認識しています。

後ほど、再度、意見交換の時間を設けますので、一旦先に進めさせていただきま

す。

それでは、重点戦略の審議に移ります。重点戦略１について、県から説明をお願

いします。

□佐藤産業労働部長

重点戦略１の「産業・雇用戦略」について、説明いたします。

３５ページをお開きください。本戦略では、「県内産業の競争力強化」、「成長

産業の発展」、「地域産業の活性化」、「産業振興を支える投資の拡大」という四

つの目指す姿を掲げ、本県産業の持続的発展と魅力ある雇用の場の創出に向けた施

策を展開してまいります。

３８ページをお開きください。目指す姿１に関しては、県内企業がＭ＆Ａ等に前

向きに取り組めるよう理解を促すことについて提言がありましたので 、方向性①

の主な取組⑵にＭ＆Ａなど経営規模拡大に取り組む県内企業への支援という形で
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盛り込んでおり、相談対応や資金面でのサポートを強化してまいります。

また、ＤＸの実現に向けて、デジタル技術の活用を促進するよう提言がありまし

たので、方向性②の主な取組⑴には、先行事例創出に向けた総合的な支援を、⑵に

は県内産業全体の底上げを図る観点からデジタルリテラシーの向上を掲げており、

県内事業者のデジタル化の取組を支援するため、県内企業の取組事例等を紹介する

とともに、県内ＩＣＴ企業と製造業、サービス業等のマッチング支援を行い、Ｉo

ＴやＡＩ等先進技術の普及啓発を図ってまいりたいと考えております。

指標としましては、４１ページに記載のとおり、１１の数値目標を掲げておりま

す。①のＭ＆Ａ成約企業数につきましては、直近５か年の平均は２０件程度ですが、

関係機関が一丸となって企業の支援を行うことで、より高い水準を目指してまいり

ます。また、労働生産性の向上に向けた学び直しの重要性が増してきておりますの

で、⑩の在職者訓練受講者数についても、年々増加させる目標を掲げております。

４２ページをお開きください。目指す姿２については、輸送機産業の電動化の流

れを踏まえ、参入促進に向けた総合的な支援を行うよう提言がありましたので、方

向性①の主な取組⑴として、研究開発から事業化までのパッケージ型の支援を進め

てまいります。

新エネルギー関連産業の振興に関しては、洋上風力発電に関するメンテンナス人

材の育成や、県内企業の参入促進に向けた支援の強化について提言がありましたの

で、方向性②の主な取組⑵として、参入に向けた発電事業者とのマッチングと人材

育成への支援を掲げております。

また、先日開催された企画部会では、「情報関連企業を増やしていく必要がある」

という意見をいただきました。県としても同様の認識であり、４３ページ方向性③

の情報関連産業の振興に記載しておりますが、情報関連産業の新規立地を促進し、

デジタル人材の雇用の確保に向けた取組を進めてまいりたいと考えております。

指標としましては、４４ページに記載のとおり、各成長分野に関するものに加え、

雇用創出数についても指標として設定しております。また、１２月議会での審議の

状況なども踏まえ、県内情報関連産業の売上高を成果指標として追加しておりま

す。

４５ページをお開きください。目指す姿３につきましては、伝統的工芸品に関し

て、他のものづくり企業等とのマッチングを通じた新商品開発への支援について提
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言がありましたので、方向性②の主な取組⑴に観光産業との連携、⑵に産地間連携

や異業種のコラボレーションなど、新たな付加価値を創造するための方策を掲げて

おります。

また、４６ページの環境・リサイクル産業に関しては、使用済み資源のリサイク

ルを促進するよう提言がありましたので、方向性⑤の主な取組⑵として、今後需要

が増すことが見込まれる使用済太陽光パネルのリサイクル拠点の形成に向けた支

援について記載しております。

指標としましては、４７ページに記載しておりますが、伝統的工芸品については、

コロナ禍で大きく需要が減少しておりますので、伝統的工芸品産地等が抱える課題

の克服に向けた取組を支援し、この４年間で元の水準まで回復させることを目標と

しております。

４８ページをお開きください。目指す姿４に関しては、成長産業のほか、先進的

な技術を利用したベンチャー企業等の誘致について提言がありましたので、方向性

①の主な取組⑴にその内容を反映しており、こうした企業へのアプローチを強化し

て誘致につなげていきたいと考えております。

指標としましては、４９ページに記載しております。３期プランに引き続き、企

業誘致等の件数を掲げております。

重点戦略１についての説明は以上です。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

それでは先に進めさせていただきます。

次に重点戦略２について説明をお願いします。

□佐藤農林水産部長

重点戦略２の「農林水産戦略」について、御説明いたしますので５１ページをお
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開きください。

目指す姿としましては、「農業の食料供給力強化」、「林業・木材産業の成長産

業化」、「水産業の持続的な発展」、「農山漁村の活性化」というような形で四つ

を掲げて、農林水産業の持続的な発展に加え、カーボンニュートラルなどの新たな

課題にアプローチしてまいります。

５４ページをお開き下さい。目指す姿１については、スマート農業の普及・定着

に向けて、農業機械等の導入支援や基盤づくり、ＩＣＴ人材の活用等の取組を加速

するよう提言をいただいておりました。これを踏まえ、主な取組⑷として栽培管理

データのデジタル化やスマート農機の導入を促進するとともに、それらのベースと

なる⑹のスマート農業に対応した基盤整備を推進することとしております。県とし

ましても、団塊の世代の方々がリタイアした後の労働力や技術者の喪失に備えてい

かなければならないという問題意識の下、各般の施策に取り組んでまいりたいと考

えております。

また、方向性④に関しては、サキホコレをフラッグシップに県産米全体のブラン

ド力強化を図るよう提言をいただいておりますので、しっかりとした品質のものを

供給できる生産体制の確立に加え、流通販売対策、情報発信について記載しており

ます。今年の秋に本格デビューを迎えますので、生産面、流通面共に万全を期して

まいりたいと考えております。⑷に戦略的な秋田米の販売対策という形で記載して

おりますが、やはり本県のメインの米はあきたこまちであることに変わりはありま

せんので、あきたこまちを中心として多様な品種のラインナップを揃え、様々な需

要に対応できる、いわゆるお米のオールラウンダーを目指してまいります。

５７ページには指標を記載しております。農業産出額については、素案時点では

モニタリング指標としていましたが、農業全体の実態を表す数字でもありますし、

様々なものを作っている農家や関係者全員が共有できる指標でもあるという意見

もいただいておりましたので、今回の案では成果指標として位置づけております。

プランの最終年度である２０２５年度には、２，０００億円の大台を超えられるよ

う、取組を進めてまいります。

続いて、５８ページの目指す姿２の林業関係について御説明いたします。方向性

②に関して、低コスト造林技術の普及によって再造林を促進することや、林業関係

の業界全体で再造林を進めていくための仕組みづくりなどについて提言をいただ
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いておりました。本県の林業の状況を補足させていただくと、現在、多くの木が伐

採適齢期を迎えており、１学年１０年という学校に例えると、５・６年生に集中し

ているといったような状況にあります。こうした状況の中、「伐って・使って・植

える」という循環を繰り返しながら、各学年が均等になるように、その資源構成を

変えていくという視点に立って、５０年後、１００年後を見据え、再造林の取組を

進めていく必要があります。林業経営体への造林地の集積や、低コスト・省力造林

技術の普及拡大を図り、再造林のネックとなっている森林所有者の経済的負担感

と、将来にわたって山を所有し続けることへの不安感の解消につながるような新た

な仕組みを作っていきたいと考えております。

指標の一つとして、再造林面積を設定し、２０２５年度の目標値を７５０ｈａと

しています。現在は、木を切った後に再造林している割合は、全体の概ね３割弱と

なっていますが、２０２５年にはこれを５割くらいまで上げていきたいということ

でこのような数値目標としております。まずは５割というところを目標とします

が、将来的には、伐採した面積と同じ分だけ再造林が行われるような形を目指して

いきたいと考えております。

続きまして、６１ページの目指す姿３の水産業でございます。収益性の高い魚種

の種苗生産育成技術の開発を進めることや、漁業収入の安定化に向けて蓄養殖を促

進することについて提言をいただいております。こうしたことから、方向性②の主

な取組⑴、⑵に記載しておりますとおり、キジハタやトラフグといった価格の高い

魚種の種苗生産技術の開発に取り組んでまいります。また、最近、岩館漁港で行わ

れているサーモンの養殖などがよく取り上げられておりますが、方向性③の⑶、⑷

に記載のとおり、サーモンやクルマエビなどについて、漁港を活用した蓄養殖に挑

戦していきたいと考えています。

指標につきましては、６３ページに記載しております。つくり育てる漁業対象種

について、素案の段階では漁業者１人当たりという形にしておりましたが、生産額

と漁業者の数という二つがパラメータとなるため、成果がやや分かりにくいという

面もございましたので、栽培漁業全体の状況を表す生産額そのものを指標とするこ

とにしております。

最後に６４ページの目指す姿４でございます。中山間地域における農産物のロッ

トの確保に向けた県内産地間の連携体制の整備や、他産業で働く方が農村に仕事を
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持ち込みながら、農林漁業に適宜従事するような多様な兼業スタイルに対する支援

などについて提言がございました。今後、中山間地域においてもほ場整備が更に実

施されていきますので、それも踏まえて、方向性①に記載のとおり、キラリと光る

その地域ならではの特産物のブランド化や、地域連携による産地形成等を推進する

こととしております。方向性③の⑷には半農半Ｘについて記載しており、外から

様々なノウハウを持った人材を呼び込むという、これまでとは少し違った切り口に

力を入れて、農山漁村の振興に取り組んでまいります。

また、素案に対して、委員から「農家民宿等においては、農家の方と訪れる方が

触れ合う機会を増やし、人の魅力といったものを前面に出して、再来訪につなげる

べき」との御意見をいただきました。これに対しては、方向性②において、オーナー

の人柄も含めた農村の魅力発信を大事な視点として持ちながら、主な取組⑴に記載

した農業体験を核とした滞在旅行や農泊の促進に取り組んでいきたいと考えてお

ります。なお、これらに関する成果指標としては６６ページに記載の五つを設定し

ております。

重点戦略２の説明は以上です。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

それでは先に進めさせていただきます。

次に重点戦略３について説明をお願いします。

□嘉藤観光文化スポーツ部長

重点戦略３について御説明しますので、６９ページをお開きください。

本戦略では、「何度でも訪れたくなるあきたの創出」、「美酒・美食のあきたの

創造」、「文化芸術の力による魅力ある地域の創生」、「活気あふれるスポーツ立

県あきたの実現」、「国内外との交流と住民の暮らしを支える交通ネットワークの
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構築」という五つの目指す姿を掲げ、観光と多様な分野との連携・融合による交流

人口の拡大に向けた施策を展開してまいります。

７２ページをお開きください。目指す姿１の観光については、デジタル技術を活

用して旅行ニーズを的確に把握し誘客につなげるよう提言があったことから、方向

性②の主な取組⑴と⑵に、観光デジタル情報のプラットフォームの構築や、デジタ

ルマーケティングを活用した旅行者の動態やニーズの把握について盛り込んでお

り、デジタルデータの収集・分析を踏まえた効果的な誘客プロモーションを展開し

てまいります。

７４ページをお開きください。目指す姿１の成果指標を記載しておりますが、県

議会から、アフターコロナにおける観光需要の反動的回復等を見据え、より高い目

標にすべきとの意見があったことなどを踏まえ、②の観光地点等入込客数、③の延

べ宿泊者数の目標値を上方修正しております。なお、④の外国人延べ宿泊者数につ

いては、世界的な感染拡大により回復時期が見通せず、国内旅行のように急回復す

ることは難しいと考えており、目標値の変更は行っておりません。

続きまして７５ページの目指す姿２の食についてですが、食を目的として秋田を

訪れたくなるような商品開発を支援するよう提言がございました。方向性①の主な

取組⑴から⑷には、より高品質な日本酒や米加工品の開発や、米糠などの県産低利

用素材等の有する機能性成分を活用した新商品の創出への支援等を盛り込んでお

ります。７７ページには、目指す姿２の指標として、加工食品の新商品開発件数等

を掲げております。

７８ページをご覧ください。目指す姿３の文化関係でありますが、県民が文化芸

術活動に取り組みやすい環境づくりを進めるよう提言があったことから、方向性②

の主な取組⑴や⑶に文化芸術団体が行う地域活性化の取組に対する支援、優れた文

化活動や作品等に対する顕彰などの実施を盛り込んでおります。８０ページには目

指す姿３の指標として、文化事業への来場者数などを掲げております。

８１ページの目指す姿４のスポーツ関係については、コロナ禍を契機とした新し

い生活様式の中でも実践できる運動の普及を図るよう提言があったことから、方向

性①の主な取組⑴に、スマートフォンアプリ等のデジタル技術を活用した運動機会

づくりを盛り込んでおります。８３ページには、目指す姿４の指標として、成人の

週１回以上のスポーツ実施率などについて掲げております。
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８４ページの目指す姿５の交通分野については、フェリーと新幹線を組み合わせ

た旅行商品の造成支援について提言があったことから、方向性①の主な取組⑶に、

フェリーの各寄港地や他の交通モードとの連携によるフェリー秋田航路の利用促

進を盛り込んでおります。なお、先日の企画部会において、「多くの学生が公共交

通の利便性向上を望んでおり、現状維持のような形ではなく、更に取組を加速して

いくような展開を期待している」という意見がありました。これに関しましては、

８５ページの方向性③の主な取組⑸に掲げたデジタル技術の活用による利便性の

向上に力を入れて取り組むとともに、現在、策定作業を進めている秋田県地域公共

交通計画にも盛り込むこととしており、通学利用などの新たな利用者の掘り起こし

やデジタル技術を活用した利便性向上といった利用者の増加に結び付くような施

策を積極的に展開してまいりたいと考えています。

８７ページには、目指す姿５の指標を記載しておりますが、県議会等から、空港

ごとに利用者数の目標値を示すべきとの意見があったことを踏まえ、県内空港の国

内定期航空路線利用者数については、②の秋田空港と③の大館能代空港にそれぞれ

目標値を設定することにいたしました。

重点戦略３についての説明は以上です。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

ここまで三つの重点戦略について説明をいただきましたので、遡っても結構です

ので何か御意見があれば、発言くださるようお願いいたします。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

それでは先に進めさせていただきます。

次に重点戦略４について説明をお願いします。

□小野未来創造部長

重点戦略４「未来創造・地域社会戦略」について御説明しますので、８９ページ
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をお開きください。

本戦略のねらいは、社会減と自然減の抑制に向けた取組を加速し、県民誰もが将

来にわたって生き生きと暮らせる地域社会をつくることとしております。このねら

いを達成するため、本戦略では「新たな人の流れの創出」、「結婚・出産・子育て

の希望がかなう社会の実現」、「女性・若者が活躍できる社会の実現」、「変革す

る時代に対応した地域社会の構築」、「脱炭素の実現を目指す地域社会の形成」、

「行政サービスの向上」の六つの目指す姿を掲げております。

９２ページをお開きください。目指す姿１については、地方移住関心層等に対す

るアプローチを強化することなどについて提言があり、安全・安心な暮らしや全国

トップクラスの学力など本県の優位性を生かし、首都圏からの遠さ等のマイナスイ

メージの払拭につながる情報発信や支援の在り方を検討すべきとの具体的な方策

についても提案いただいたところです。これを踏まえ、方向性①の主な取組⑵とし

て、ＡＩの活用等による相談対応の充実と地方移住関心層等に対するアプローチの

強化などを掲げております。指標としては９４ページに記載のとおり、県関与分の

移住者数などを設定しております。

９５ページをお開きください。目指す姿２については、ライフスタイルの多様化

に対応した結婚・出産・子育てに関する情報の発信の強化をすることなどについて

提言があり、小、中、高の各世代において、ライフプランや秋田の暮らし等につい

て学ぶ機会を提供していく必要があるという具体的な方策も提案いただいており

ます。これを踏まえ、施策の方向性①の⑵には、小学生から高校生までの各世代に

対する副読本等を活用したライフプランを考える機会の提供を掲げています。指標

としては９７ページに記載のとおり、いずれは秋田で結婚や出産・子育てをしたい

と考えている高校生の割合などを設定しています。

９８ページをお開きください。目指す姿３に関しては、あらゆる分野で女性が自

信を持って取り組めるよう、全県的な機運の醸成や意識の向上を図ることについて

提言があり、秋田で働く女性のロールモデルの発信やキャリアアップに向けた研修

の実施など、女性自身の意識の向上につながる取組が重要であるといった具体的な

提案もいただいております。これを踏まえ、施策の方向性②の主な取組⑴に女性の

意識改革に向けた官民一体となったネットワークの構築などを掲げております。指

標としては９９ページに記載のとおり、県内民間事業所の管理職に占める女性の割
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合などを設定しております。

１００ページをお開きください。目指す姿４については、多様性に対する理解を

促進するための啓発や教育に取り組むよう提言があり、多様性を受け入れるため、

お互いを尊重し合い、歩みよることができるような取組を推進するべきであるとの

具体的な方策も提案いただいております。これを踏まえ、施策の方向性①の主な取

組⑴として差別等の解消に向けた広報啓発と相談体制の整備などを掲げておりま

す。指標としては１０２ページに記載のとおり、差別等を感じた人の割合などを設

定しています。

１０３ページをお開きください。目指す姿５に関しては、多くの県民が脱炭素化

に向けて行動を起こすきっかけとなるよう、周知の仕方を工夫することなどについ

て提言があり、幅広い年齢層に感心を持ってもらうため、インターネットなど様々

な手法を活用すべきとの具体的な方策も御提案いただいております。これを踏ま

え、施策の方向性①の主な取組⑵にネット広告やスマートフォンアプリなどを活用

した省エネルギー・省資源行動の促進などを掲げています。

１０５ページをお開きください。目指す姿６については、デジタル･ガバメント

の推進に向けてＩＣＴを導入する際には、既存の業務や各種手続き等の見直しも併

せて進めるよう提言がございました。業務プロセスのどの部分にデジタル化を当て

はめていくかが重要との意見もございましたので、こうした意見を踏まえ、施策の

方向性①の主な取組⑴に行政手続のオンライン化の推進などを掲げております。な

お、指標については、行政手続全体の電子化の状況を県民に分かりやすく説明でき

る指標として、行政手続の電子化率に変更することにしました。

重点戦略４についての説明は以上です。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

それでは先に進めさせていただきます。
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次に重点戦略５について説明をお願いします。

□佐々木健康福祉部長

重点戦略５「健康・医療・福祉戦略」について、御説明いたします。

１０８ページをお開きください。重点戦略５では、「健康寿命日本一の実現」、

「安心で質の高い医療の提供」、「高齢者と障害者の暮らしを支える体制の強化」、

「誰もが安全・安心を実感できる地域共生社会の実現」という四つの目指す姿を掲

げ、全ての人々が共に支え合い、健康で心豊かに暮らせる環境づくりを進めていく

こととしております。

１１２ページをお開きください。目指す姿１では、幼少期からの健康的な生活習

慣の確立について提言をいただいたことから、方向性①の主な取組⑷に「デジタル

教材等を活用した小中学生向けの健康教育の実施」という形で盛り込んでおりま

す。教育関係機関と連携して、健康教育の推進を図ってまいります。

また、１１４ページの目指す姿１の成果指標ですが、健康寿命を追加してござい

ます。健康寿命は、実績値の判明が３年ごとであるため、素案ではモニタリング指

標としておりましたが、１２月議会での審議等において、県と関係機関、県民が一

丸となって目指すべき重要な指標であり、成果指標とすべきとの御意見があったこ

となどを踏まえ、新たに成果指標としたところであります。

なお、健康寿命につきましては、１０８ページに記載のとおり、先月公表された

令和元年の実績値では、本県は都道府県別で男性が２６位、女性が１５位と、前回

から大きく順位を改善しております。これまでの取組の成果が現れたものと思って

おりますが、健康寿命日本一にはまだ道半ばの状況でございますので、新プランで

は、若い世代への健康教育はもちろんのこと、全世代・全地域における健康づくり

の促進に一層力を入れてまいりたいと考えております。

１１５ページの目指す姿２ですが、医療のデジタル化の推進について提言をいた

だきましたので、施策の方向性②の主な取組⑵にオンライン診療の活用モデルの構

築、⑶に医療連携ネットワークの利用の拡大、施策の方向性④の主な取組⑷に遠隔

画像連携システムの導入の拡大を掲げております。デジタル化の推進により、地域

における医療資源の有効活用や医療の質の向上を図ってまいりたいと考えており

ます。
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次に、１１９ページの目指す姿３でございます。介護・福祉人材の確保・育成に

ついて、介護・福祉業務の負担軽減や人材の処遇改善に向けた取組を促進するよう

提言をいただきました。方向性①の主な取組⑶のロボット・ＩＣＴの導入の促進や、

⑷の介護サービス事業所認証評価制度の普及などにより、介護・福祉現場における

職員の負担軽減や業務の効率化を進め、人材の確保・育成につなげてまいりたいと

考えております。

また、１２０ページになりますが、障害者が地域で安心して生活できる環境づく

りを推進するよう提言があったことから、方向性⑥の主な取組⑷に医療的ケア児者

の地域生活に対する支援を掲げております。医療的ケア児者の個々の状況に応じた

切れ目のない支援を行うため、秋田県医療的ケア児支援センターを開設して相談支

援や支援者等の養成に取り組むほか、医療的ケア児に携わる多職種間の連携の強化

を図ってまいります。

１２２ページをお開きください。目指す姿４では方向性③として児童虐待防止対

策と里親委託の推進を掲げておりますが、児童養護施設入所児童等に対する退所後

の支援についても記載を加えております。児童養護施設などで暮らした子どもは進

学や就職で退所した後に社会で様々な困難に直面するケースも少なくないことか

ら、こうした子どもたちの支援に取り組んでまいりたいと考えております。

また、子どもの貧困への県民理解の促進や、貧困世帯を対象とした学習支援の充

実等についての提言がありましたので、方向性④の主な取組⑴の学習支援や、⑵の

地域で子どもを支援する民間団体等のネットワーク化などの方策を掲げておりま

す。貧困の連鎖の防止に向けて、子どもたちに幅広く教育機会を提供するなど、教

育等の関係機関や民間団体等と連携を密にしながら、取組の充実を図ってまいりま

す。

重点戦略５についての説明は以上でございます。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

【意見・質問等なし】
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●三浦会長

それでは先に進めさせていただきます。

次に重点戦略６について説明をお願いします。

□安田教育長

重点戦略６「教育・人づくり戦略」について、御説明いたしますので、１２６ペー

ジをお開きください。

本戦略では、本県教育の基本である「ふるさと教育」を推進しながら、心豊かで

郷土愛に満ち、高い志と公共の精神を持って未来を力強く切り拓く人づくりに向

け、六つの目指す姿を掲げて、施策を展開してまいります。

１３０ページをお開きください。目指す姿１「秋田の将来を支える高い志にあふ

れる人材の育成」では、方向性②に関して、社会で活躍するための基礎となる情報

活用能力の涵養を図るべきとの提言をいただいたことを踏まえ、主な取組として、

⑵に高校における最新のデジタル教材や専門人材を活用したデジタル教育の実施

を掲げております。指標としては、①の高校生の県内就職率を８０％まで引き上げ

ることなどを設定しております。

１３２ページをお開きください。目指す姿２「確かな学力の育成」では、方向性

①に関して、ＩＣＴを日常的に活用し、授業の充実を図るべきとの提言をいただい

たことを踏まえ、主な取組として、⑸にＩＣＴの活用による質の高い学びの推進を

掲げたほか、方向性④の⑵に教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図る研修の実施を掲

げております。指標としては、⑤の授業にＩＣＴを活用して指導できる教員の割合

を、現在の６３．２％から７４．０％まで引き上げることなどを設定しております。

１３５ページをお開きください。目指す姿３「グローバル社会で活躍できる人材

の育成」では、方向性②に関して、グローバル社会で必要とされる英語力や論理的

思考力を育成するため、主な取組として、⑴にオンラインによる英語ディベート等

の推進を掲げております。指標としては、①の英検３級相当以上の英語力を有する

中学３年生の割合を、現在の３９．１％から６０．０％まで引き上げることなどを

設定しております。

１３８ページをお開きください。目指す姿４「豊かな心と健やかな体の育成」で

は、１３９ページの方向性③に関して、企画部会において１人１台端末を活用した
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健康教育の推進について御意見をいただいたことから、主な取組として、⑹に医療

関係者との連携による現代的健康課題の解決に向けた講座等の実施を掲げており

ます。指標としては、①の自分にはよいところがあると思っている児童生徒の割合

を、現在の８６．０％から８９．０％まで引き上げることなどを設定しております。

１４１ページをお開きください。目指す姿５「地域社会の活性化と産業振興に資

する高等教育機関の機能の強化」では、デジタル化の推進に関する取組として、方

向性①の主な取組⑴に、デジタル技術等の進展やグローバル化に対応するための教

育活動に取り組む公立大学法人への支援を掲げております。指標としては、①の高

等教育機関による県内企業等との共同研究等の数を、現在の１４４件から１５２件

まで引き上げることなどを設定しております。

１４４ページをお開きください。目指す姿６「生涯にわたり学び続けられる環境

の構築」では、方向性①に関して、１２月議会での審議状況等を踏まえ、主な取組

として、⑺に「学校図書館の機能強化への支援」を追加しております。指標として

は、①の県立美術館・博物館等の利用者数を３８万人まで引き上げることなどを設

定しております。

私からの説明は、以上です。

●三浦会長

ただいまの説明について、御意見等ございませんか。

重点戦略６のほか、先に説明のあった重点戦略４、５、６に関してでも構いませ

ん。オンラインで出席の方も、お声をかけていただければ、御指名させていただき

ます。御意見のある方はいらっしゃいませんでしょうか。

【意見・質問等なし】

●三浦会長

企画部会の方でも、かなり積極的に御意見を出していただき、建設的な御議論が

なされておりました。今回の案は、そうした意見も踏まえて、取りまとめられたも

のになっているように感じております。

特に御意見もないようですので、本審議会として、答申に向けた意見の集約を行
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いたいと思います。今日に至るまで委員、専門委員の皆様から様々な御意見をいた

だいてまいりましたが、新プランの案につきましては、そうした意見が概ね反映さ

れており、基本的な考え方や取組の方向性など、その内容については妥当である、

と考えておりますが、よろしいでしょうか。

【異議なしの声あり】

●三浦会長

ありがとうございます。

御異議ないようでございますので、本審議会としては新プラン案につきまして、

妥当である旨、答申させていただきます。皆様、長期間にわたり、御審議いただき、

大変ありがとうございました。なお、答申書の作成及び提出につきましては、時間

の都合もございますので、会長であります私に御一任いただきたいと思いますが、

よろしいでしょうか。

【異議なしの声あり】

●三浦会長

ありがとうございます。では、そのようにさせていただきます。委員の皆様には、

後日、事務局を通じて答申書をお送りいたします。

なお、来年度からは、この新プランに基づいた取組が進められていくこととなり、

本審議会ではその推進に関する事項について、調査審議していくこととなります

が、専門部会の名称や、事務局となる部局等の運営に関しては、県に一任したいと

考えておりますが、よろしいでしょうか。

【異議なしの声あり】

●三浦会長

ありがとうございます。では、そのようにさせていただきます。
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７ その他

●三浦会長

議事５のその他についてでございますが、何か確認をしておきたいことなどがあ

ればお伺いしたいと思いますが、何かございますでしょうか。

【意見・質問等なし】

８ 閉会

●三浦会長

それでは、以上で議事は全て終了いたしましたが、最後に佐竹知事からお願いい

たします。

□佐竹知事

新プランの案について、審議会として妥当との判断をいただきまして、本当にあ

りがとうございます。

今後、成案に向けて手続きを進めてまいりますが、策定して終わりということで

はなく、新プランで掲げた目標の達成に向けて、どのような形で具体的な事業とし

て反映させ、実行に移していくかが肝要であると考えております。

賃金に関する目標値を設定することにしておりますが、賃金水準については大都

市圏を除いた地方圏の平均値を、初任給については大都市圏を含めた全国平均を目

指すこととしています。賃金水準に関しては、大都市圏の超大手と地方の企業では、

実態として相当な違いがあり、大企業の割合も全く異なりますので、そういったこ

とも踏まえて地方圏の平均としています。初任給については、大学卒も高校卒も全

国平均との差が相当縮まってきています。また、本県ではこの先２、３年で相当な

規模の企業誘致が見込まれており、こうした企業の大半が本社並みの賃金となると

考えられるので、初任給も引っ張られて上がっていきます。そういった動きの中で

人材確保に向けた競争が激しくなることも考えられますので、県としても、賃金や

初任給の向上に向けて取り組む県内企業には、様々な優遇策を用意していきたいと
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考えております。

例えば、建設業では、賃金水準の向上に取り組む企業に対して、県発注工事にお

ける総合評価での加点措置を考えています。また、物品調達等に関しても、賃金や

初任給、あるいは女性の採用や管理職への登用、そういったことを考慮した形にす

ると、企業の考え方もかなり変わってくるのではないかと考えています。企業の側

からは相当な抵抗もあるものと思いますが、そういった仕組みづくりをしないこと

には、到底、目標を達成することはできませんので、県としてはできる限り県内企

業をバックアップしながら、賃金を上げる方向に持っていきたいと考えておりま

す。

農林水産業に関しては、一番難しいのが米です。全国的に農業産出額が高い都道

府県は、園芸や畜産等が盛んなところですが、本県では産出額に占める米のウエイ

トが依然として高く、米価の影響を受けやすい状況です。複合型生産構造への転換

を進めてきておりますが、米をやめて全て園芸品目にシフトすれば良いということ

でもありません。米価が低下している現状において、農業産出額を伸ばしていくと

いうのは相当高い目標です。

また、観光に関しては、インバウンドの動向が見通せない状況であります。新型

コロナウイルスがまん延する以前は、中国からの訪日客によって日本の観光が支え

られていた面もあったように思いますが、国際情勢も変化してきておりますので、

過度に特定の地域を頼るような誘客は避けるべきだと認識しております。

税収についてお話いたしますと、法人事業税を納めている企業数については、誘

致企業を含む県外法人が約１５％、県内法人が約８５％となっています。一方で税

収については、県外法人が６１％、県内法人が３９％となっています。今は、本県

も含めて国全体で製造業が絶好調となっており、そういった業種が牽引してコロナ

禍ではありますが、税収は逆に上がっております。

電子部品、あるいはＥＶ関係、そういった分野が急速に伸びており、産業構造も

変化しています。本県への進出についても活発な動きがあり、誘致に関して複数の

企業と協議を進めており、数百人という大規模な雇用も期待されます。様々な面で

追い風の状況にありますので、県内企業も何とかして食らい付いていくという意気

込みを持っていただけるよう、現在、新年度予算の編成作業を進めております。皆

様にも各地域、各業界において、この新プランの目指すところを周囲の方々にお伝
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え願えれば幸いでございます。

皆様から様々な御助言をいただきながら作り上げたこの新プランに基づいて、こ

の先４年間頑張ってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

長期間にわたって御審議くださり、本当にありがとうございました。

９ 閉会

●三浦会長

知事ありがとうございました。

賃金に関して、年功序列型の賃金構造からの脱却に向けた動きが全国的に広がっ

ておりますし、定期昇給、ベースアップについても考え方が変わってきております。

これから労使の交渉が本格的に始まりますが、同一労働同一賃金も既に導入されて

おり、まさに今、様々な面で転機を迎えております。

優秀な人材を確保するためには、やはり賃金というのは大きな要素でありますの

で、我々も時代にマッチした賃金の在り方について、積極的に勉強していきたいと

思います。

委員の皆様、本当にありがとうございました。

それでは、事務局の方へマイクをお返ししますので、よろしくお願いいたします。

□高橋企画振興部次長

長時間の御審議ありがとうございました。

新プランにつきましては、この後、２月議会での審議を経て、３月には成案とな

る見込みでございます。委員の皆様には、後日成案となりましたものをお送りさせ

ていただきます。

なお、委員の皆様は３月末をもって任期満了となりますが、今後とも、様々な機

会を通じ、県政に対する御意見をいただければ幸いでございます。

それでは、以上をもちまして、令和３年度第３回秋田県総合政策審議会を閉会し

ます。

本日はどうもありがとうございました。


